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オープンソースソフトウェアが活用された災害情報支援活動

•  •  •  C O L U M N  •  •  •  

野々下 裕子
フリーライター

東日本大震災では、発生から数時間で

数多くの情報共有支援サイトが立ち上がっ

た。この中にはOSS（オープンソースソフ

トウェア）を利用して構築されたサイトも

多数あった。

代表的なところでは、メールやTwitter

で発信された災害関連の情報を地図上

にマッピングして公開している「sinsai.

info」（p.36）があり、災害支援組織の情

報共有プラットフォームシステムの「ウシャ

ヒディ（Ushahidi）」でデータベース化さ

れた情報を利用して、道路や地理情報デー

タの作成ができる「オープンストリートマッ

プ（OSM）」で作った地図上の関連する場

所にマッピングするというものである。今

回のように津波によって既存の地図情報

が役に立たなくなった場所でも、OSMで

新たに地図を作成できるので、適切な活

動につなげられる。

ウシャヒディの代表を務めるパトリック・

メイヤー氏はOSSを使うメリットとして、

「必要とする人がリソースを自由に使える

こと、世界中の誰もが支援に参加できる

こと」を挙げている。

災害支援にOSSを利用する動きとして

は、今回の震災をきっかけに急速に開発が

進んでいる「サハナ（Sahana）」のような

例もある。サハナは現地の被災状況や避

難所の運営状況、施設や物資、ボランティ

アなどさまざまな情報を集約し、問題をわ

かりやすく地図上に表示し、次の行動のた

めの分析や対策を行うことを目的としてい

る。ウシャヒディが現地周辺や後方支援を

行うことを目的としたツールであるのに対

し、サハナは現地の活動そのものを支援

するツールだ。組織内で利用するクローズ

版とパブリック版（5月31日にβ版を公開）

があり、「Sahana Eden 被災地支援情報

共有プラットフォーム」というデモンストレー

ションを兼ねたサイトが公開されている。

Sahana Software Foundation

（SSF）というコミュニティーによって開発

が進められているもので、日本ではボラ

ンティア団体のひょうごんテックが窓口に

なっている。そこへ今回の震災をきっかけ

に日本 IBMが開発協力に参加。日本語化

やクラウド環境の提供、現地での利用先

の交渉をはじめ、操作や入力サポートの

ためのスタッフを現地派遣するなど積極

的な支援を行っている。

このように自前の地図情報を持ってい

るグーグル以外にも、sinsai.info のよう

なボランティアがマッピングデータを使っ

た情報支援サイトを構築できた理由として

は、ライセンス料が高額で多機能で開発

が難しい地理情報システム（GIS）に対し、

安価で使いやすい「オープンソースGIS」

と呼 ばれるOSS の 普及 が 背景にある。

代表的な活動としては FOSS4G（Free 

and opensource software for geo-

spatial)）があり、前述の支援活動でもこ

うした新しい活動に興味を持って取り組

んでいる関係者が多く活躍している。

しかし、オープン GISといっても地図

を一から作るには実際の計測作業が必要

で、元となる地図データが全くない状態

では作業に大きく時間がかかる。一見自

由に見えるGoogle Maps だが、sinsai.

info が使っているOSM の地図作成作業

には編集が伴うため、利用規約の関係で

データは使えない。そうした状況に対し、

shinsai.infoの場合は、マイクロソフトの 

Bing Maps がOSMの活動内という限定

で一部データのトレースを許可してもらう

ことができたという。ほかにも、国土地理

院が基盤地図情報のトレースを許可した

り、Yahoo！ JAPAN が地図データを寄

附してサポートしたりなどして、ボランティ

ア活動が支えられた。

震災をきっかけにOSS 化を進める準備

をしているものにFaxOCRの活動がある。

文字通り、FAXで送付した資料をOCRに

よってデータ化できるツールで、自治体や

医療関係者らに利用してもらい、その他

の情報システムを組み合わせるなどして

業務の効率を上げるのが狙いである。

このように今回の震災ではOSSでいち

早く活動を開始した官民がさまざまな形

で協力する例が見られた。OSSを利用し

た活動は現在も進行中で、開発や運用を

継続するためのボランティアや寄附を常

に募集している。中にはエンジニアや特

別なスキルがなくても参加できるものもあ

り、インターネットにつながった人たちが

分散して仕事をするクラウドソーシングの

動きの1 つとしても、これから発展するか

もしれない。

オープンストリートマップ ジャパン（OSM）
http://openstreetmap.jp/
ウシャヒディ
http://www.ushahidi.com/
サハナ日本チーム
http://www.sahana.jp/
Sahana Eden 被災地支援情報共有プラット
フォーム
http:// japan.sahanafoundation.org/
eden/
FOSS4G（Free and opensource software 
for geospatial)
http://georepublic.de/ja/technology/
foss4g/
FaxOCR
http://sites.google.com/site/faxocr2010/
opensourceake2011.html

第1部

第2部

第3部

第4部

第5部

第6部

第1部



http://IWParchives.jp/
mailto:iwp-info@impress.co.jp



